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出稼農民問題と児童福祉研究についての一試論
一一青森県津軽地方の事例紹介を中心にして一一一

大学院博士課程神田嘉延

紹和晶 0年以降の東北農業地域の出稼急増は、全村的出稼を主主みだしている。

そとでの家族問題は、中農上腐をも含めて‘すべての階爆に及んでいる。

人身事故、賃金不払い‘失業等の農民の出稼先での労働と生活の無権利状況は、留守家族への送

金の杜絶を作り出し、それは、生活苦ばかbで左〈、行方不明左どの家庭破壊を主主みだしている。

その家庭破壊は、深刻左農民の児童を問題を作り出している。

従来の農村の地域社会生活は、村落「共同体的結合jと窓系家族錆I]VZ:支えられていた。

しかし， r高度経済成長」代なける独占資本の強蓄積の中で、それらの地域社会生活の機能は、

解体しつつある。つまり、出稼急増地帯では、音E溶の様々念会合、活ー動を困難にしている。部務の

役員はをり手がいをい。消防団、婦人会、青年間、氏子による祭り等々の活動は大きく後退する。

ととろが、その後退にもかかわらず、出稼ぎ就労のグループイヒや留守家燥の相互ー扶助活動、市町村

の部落を基礎とした出稼援護対策等は、農村の地域社会生活VZ:;b~ける村落「共肉体的結合 j の根強

さを示している。

青森県津軽のiZ!i北福祉事務所での出稼E夜間による生活保護の受給者の項目内容は、調1)に示すと

なりである。

表 U) 青森県臨む福祉管内での出稼劇閣の生活保護世帯の内容

現在出稼者のいる世帯 出稼が原因で保護開始継続中の世帯

送 策 賃 傷 行 そ JE 傷 選 離 行 そ

金 金 金 方 方

;1: 
不
少 不

の
不
の 言十

払
し レ、 額 病 明 他 亡 病 棄 I昏 号母 他

5 1 14 1 2 8 5 18 7 8 20 1 90 

青森県西北福祉事務所 生 9年 10月現在

との表よ b、死亡・傷病の人身事故と遺棄、行方不明の家庭破壊は、生活保護の受給の大き念原

因K走っている。行方不明は、出稼農民の不安定就労、低賃金、無権利の労働と生活の条件という

物質的状態ばか bで念〈、農民の精神的・文化的貧臨化を現わしている。

ととろで、出稼ぎが痕因κよって生活保護を受給せざるをえ念い農民は、部落のつきあいを閉ざ

し、地域社会生活から弧立化している状況がみられる。また、生活保護世帯は、母子世帯、父子役

帯が多〈、鹿系家族館jにみられる複数の世帯が同居している小重量的家族形態は、存在していをい。

出稼急増の津軽地方は‘昭和3 5 年演をで、 2 世帯~3 世帯の向居する家族形態であった。しか

し、金村的念出稼が形成されていく昭和40年以降は、夫婦を単位とする単一f投手苦の家族に大き〈

変化している。人身事故、行方不明などの母子世帯化ゃ泥愛遺棄状況は、 2 世帯~3 世帯の問居し
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ていた直系家族制度から一挙に家庭解体を作り出しているというととである。

農村になける家父長制は、小差量的生産K規定され、家族関係内v'c:t~ける市民的人格の尊重に大き

を問題を含んでいたが、金村的出稼による農民層分解は、イ轟生産の基盤を変化させてゆき、家父

尉 jを解体しつつあゐ。 世帯主の出稼 ~'ï(てよって的方不明は、賃金不払い、失業等の物質合恨拠v'c

大き〈規定されるが、しかし電同時に、それは家父長制の解体による家の帰属意識の喪失と家庭に

なける父毅の役割の混乱左どから主主みだされている。と <v亡、出稼が専業化し、盆と正月のみしか

家庭にもどれ左い父親は、自分の居場所を家K帰っても見いだせ念い状況である。子供からは、他

人扱いV亡され、萎からは、送金がた!J1.をいととをいわれる。ぞとでは、全〈父親の権威をみいだ

せ~V>。出稼先での賃金不払い、失業は、とのよう念状況の中で、行方不明へと、追いやってい〈。

児童の発達と養育になける家族の役割は、全村的出稼のやで、その基盤を失hつつある。出稼の

留守家族の労働・経営・射舌上の負担は、家族になける児童の養育と発達の責任を放楽せざるをえ

念い。しかし、最も深刻な問題は、人身事故や行方不明左どの家族の破壊による児童払曙である。

ととろで、出稼によって作 b 出された家庭破壊状況での児童の生活は、窃盗、不純異性行為~ど

を作b、深刻念教育問題を主主みだしている。青森県津軽地域の出稼急増は、児意問題合資本の強蓄

積K対応、する貧困化の中でとらえてい<1重要性を示している。それでは、出稼原因Kよる生活保護

受給世帯の児童の「非行J問題全具体的察側で示せば次のとb りである。

事例1](1)r父親は、 46年 10月、出稼先で病死する。母親と子供 2人残される。父親が病死した

同じ年に、長女が病死している。父親は、長女の治療費を稼ぐため、危検左建設労働を覚悟のうえ

高収入の出稼を行念っていた。出稼のみで主主計をたてていたとの世稽は、父親の死亡後、生活保護

を受給すゐ。父親の死亡後、との家は、附近の青年の遊興の場と~ !J.子供の生活環境がきわめて

悪〈左!J， 8才と 4才の児主主は、養護施設に保護される。 J

事例(2)r父親は、 10年前K出稼先で人身事故を越とし、下半身不自由と念る。母親は、父親の

世話をし念ければ念ら念いというととで、働きに行くことができず、生活保護を受ける。そして、

長男は、少しでも家の生活費の糧にとhうととで新聞配達をイ吟学校 6年から行う。中学入学後、母

親は、男関係で家出する。とのようま状況の中で、長男の生活は、きわめてみだれ、窃盗を頻繁K

行念うように在る。学校では、みん念Kきらわれ、行動は、自己中心的であるといわれている。 J

事例(3)r 5年前、父親は行方不明に念る。母親は、父親の行方不明によれ生活が読しれ、男達を

何人も連れてきて、簿突をやったb、治めたりするようにまる。とのよう左状況の中で、中学E年

の長女は、外泊した h 学校へ行か~い日がたびたび起とる。長女は、不純異性行為で檎導される。

長女の証言は『母親の生活をみていると、母親がいやに念った。男v'c文句をいうと、金を払って

いみのだからと言って、暴力をふるう。』というととである。 j

事{r!(4)rとの世帯は、出稼からの送金問題で、夫婦喧嘩に念b、母親家出する。との世帯の児童

は、中学2年の長女を筆頭κ4人であり、一番下は、イ母校8年である。母親家出の後、との世帯

は、会話保護を受給する。しかし、ある日突然、父親は、 5千円だけ置いて出稼K出る。子供達は、

父裁の出稼に戸惑い、学校κも行か左〈在る。子供達は、蕗fおに行って食糧念どの窃盗を<!Jかえ

し、長女は、不純異性干協を行う。 J

察側(5)rとの没帯は、子供達3人を残しての夫婦出稼の家庭である。
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長女が中学s年というととで、長女に家のととをまかせて出稼VCtf:lたというととである。両親の

出稼出発後、長女は、学校へ行かを〈念 h、若者のオートパイの後K乗 b、遊びまわる。学校へ行

〈ときは、派手念装いと態化粧をしていら

イ母校 5年の長男は、窃盗を行い補導される。末子のイ学校 2年は、病弱に左 b入院する。 J

以上5つの事例は、児童量問題を考える前提K尚裁の精神的貧困化を問題にし念ければ左ら1まいと

とを示している。との事例の地域は、昭和40年以降の出稼急、増地帯である。

青森県の伝統的念専業出稼地帯である下北の脇野沢村では、津軽の出稼急増地帯と異念り、児童

の「非行」問題は全〈現れてい念い。脇野沢村は、 9ヶ月の出稼と 8ヶ月の失業保険の受給という

生活形態である。ととでの出稼の行方不明、送金さとしという状況は、ほとんど現れてい左い。出稼

先の条件は、特別に他の地域の出稼ぎ就労と異念ら*い。脇野沢村の出稼ぎは、伐とんどが建設労

働であり、 46年以降にないても毎年 B名-3名の出稼先の労働災害の死亡者を出している。(4. 9 

年、脇野沢村κなける全出稼労働者は、 64 3名である。)との村は、冬期間の 8ヶ月間は、就労

安全検討会、講習会、グループリーダー講習会、技能講習会等の出稼のための社会教育活動を部落

を芸春礎に活発に行走っていゐ。脇野沢村にj;寸する部落的結合の強固さは、出稼就労と対策に大きく

作用して:}rlJ ，それは、行方不明や児童震の「非行JF.植を作 b出さ左い基盤がるる。つを b、行方

不明や児意の「非行J問題は、村落「共同体J的結合と直系家族制の崩壊によ 2己資本主義的念競争

と荷品化によって生みだされたものである。脇野沢村のよう念グループの出稼が伝統的に作b出さ

れている地域は、出稼による都市への影響を集間的κ受けとめていく。

ととろで、津軽の出説急増地帯は、村落「共同体」的結合と直系家綾部の崩壊があり、小商品主主

護者としての性格も強〈、資本主義的念競争の影響を急速に受けやすい。出稼による農民の賃労働

者化は、 a由を賃労働を作b出していく過程であ b、農村の閉鎖性と家父長制をうち破る客観的物
質条件を作b出し、民主主義的統治能力の可能性を生みだす。

児童の「非行」問題は、社会的念精神的、文化的食閤イとの克綴が前援にされる。それは、地域の

民主主義的統治の形成の展望の中で克服の道が位置づけられる。

貧盟化の進行の中で、児童の発達と養育は、社会的に保障される必要があ b、児童福祉施設の拡

大と充実は不可欠に左っている。しかし、施設の拡大・充実以上K重要をととは、児童の発達と養

育VC;l;~ける家庭の役鋭を穣極的に位蜜づけていくとと安貧器化の中でも忘れ君主いζ とである。つ支

払児童が両親の愛護と責任のもとで育てられるようκ、欠損家庭、遺棄児童を作b出さ*いため、

社会的を生活保障を充実させるととである。それは、資本の強蓄積による貧閤化の克服の闘いの中

で本質的に児童払喝の解決がある。出稼農民の児童問題の前提Kとっては、不安定*低賃金の労働

力市場と無権利念労働と生活の状況を克服していくととである。
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